
令和３年度に向けた中小企業等振興施策について 

創業支援補助金【資料Ａ】 （本年度予算１，５００万円） 

 ○基本的な施策：②中小企業者等の経営の革新及び創業の促進 

          

 ○目的：新規創業者に対し創業時に係る経費の一部を助成することにより、

初期投資の負担を軽減し、市内での創業の促進と地域の活性化を図

ることを目的とする。 

 

 ○対象：岩国商工会議所が開催する創業カレッジの講座を修了した者で以下 

の者 

1. 創業が確実である具体的な計画を有する者 

      2．創業後１年を経過していない者 

 

  ○補助対象経費：店舗改装費、宣伝広告費、備品購入費  

        ※改装費は市内業者に発注すること 

 

○補助率等：１/２以内（助成限度額１００万円） 

 

 〇実績 

  

  

 

 

 

 

 

 

●主な創業業種 

  ①理容・美容業（16）28.1％  ②飲食業（13）22.8％    

  ③専門サービス業（他に分類されないもの）（5）8.8％ 

   ④小売業（4）7％  ④その他教育、学習支援業（4）7％ 

 

●創業支援の方向性 

創業支援補助金制度運用から５年が経過し、実績や成果を総括して現

状の課題を明らかにし、今後の創業支援制度の方向性を再検討してい

く。 

年度 受講者数 創業カレッジ 

修了者数 

うち 
創業者数 

H27 31 人 26 人 9 人 
H28 22 人 17 人 6 人 
H29 27 人 27 人 12 人 
H30 32 人 31 人 14 人 
H31 38 人 26 人 15 人 
合計 150 人 127 人 56 人 

資料３ 



●支援環境と経済状況 

   本年度中に「しごと交流・創業支援施設」を岩国駅前に整備し、創業

支援マネージャーを配置して、創業後の事業活動にも重点的に支援し

ていく体制を予定している。また、新型コロナウイルス感染症による

経済状況の激変を考慮する必要もある。 

 

●創業支援補助金の方向性 

創業カレッジ修了者に対し、無条件に補助金を支出するのではなく、

事業計画及びそのプレゼン等により将来性・継続性を評価する「選考

型」に変更を検討。 

 

 

 

【参考】 


